
「2040年に向けた高等教育のグランドデザイン（答申）」（H30.11 中央教育審議会）を踏まえ、学部段階等については、学位の取得に向けた各大学等での単位の積
み上げ等に履修証明プログラムを活用できるよう、履修証明プログラム全体に対する単位授与等が可能に。（R1.8）
一方、大学院については、学部段階のように幅広い単位認定を行うことについては議論が必要とされ、その後中央教育審議会大学分科会大学院部会において議論。

審議会等における提言等
「第10期大学院部会での審議の整理」（令和３年２月 中央教育審議会大学分科会大学院部会）

＜大学院におけるリカレント教育の充実＞
リカレント教育への取組姿勢は、各大学院における戦略の下、検討するものであるものの、国は各大学院における社会の多様なニーズに対応する教育プログラムの構築を
促すべく、制度面も含めた方策検討を引き続き行うべきである。

「ポストコロナ期における新たな学びの在り方について（第十二次提言）」（令和３年６月 教育再生実行会議）
○ 国は、社会・経済活動のニーズに対応したリカレント教育を推進する観点から、大学院における高度な専門教育に関し、遠隔・オンライン教育の積極的な活用や個別の

単位に分けて学修するマイクロクレデンシャル（micro credential）の提供など、より多くの人がアクセスしやすい取組を促進する。その際、履修単位を積み重ねることにより
学位が取得できるような柔軟な仕組みの在り方や国際通用性の確保などについて検討を進める。

➡ 大学院におけるリカレント教育（学位取得）の促進に向けて、履修証明プログラムをより柔軟に活用できるようにする必要がある

改正概要
○ 大学院が実施する履修証明プログラムについて、当該大学院が大学院教育に相当する水準を有すると認める場合、当該履修証

明プログラム全体に対する単位授与を可能とする。
※履修資格を有する者が、学校教育法第百二条第一項の規定により大学院に入学することができる者であるものに限る。
※大学院は、履修証明プログラムの内容・水準、学修成果の評価方法、履修時間等を勘案して、単位授与の際の目安をあらかじめ設定する。

○ 大学院が、学修が大学院教育に相当する水準を有し、かつ、教育上有益と認めるときに限り、
① 学生が履修証明プログラムの履修により修得した単位について、当該大学院における授業科目の履修により修得
② 学生が履修証明プログラムの履修により入学前に修得した単位について、当該大学院に入学した後の当該大学院における

授業科目の履修により修得
したものとみなすことができる。

○ 上記①②それぞれ15単位まで、合せて20単位まで、正規課程の単位として認定可能とする。（大学院の場合）

➡ 履修証明プログラムを各大学院での学位取得に活用できる
※大学院、専門職大学院（法科大学院及び教職大学院を含む。）が対象。

背景

施行期日 令和３年度中に公布・施行予定 1

大学院設置基準等の一部を改正する省令について（案）
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授業科目

公開講座

各種講習

授業科目
履修証明書

単位

正規の課程

学位

履修 修了 入学 修了

A大学院 B大学院

各種講習

公開講座

授業科目
履修証明書

単位

単位

履修証明プログラム

履修証明
プログラム

C大学院

大学院における履修証明プログラムへの単位授与・認定（イメージ）

履修

修了

2

単位

履修証明プログラムの開設大学院は、
単位を与えることができる

A大学院の履修証明プログラムにより修得した単位
を、B大学院に入学した後の当該大学院における
授業科目の履修により修得したものとみなせる
（上限は15単位※）

B大学院に在学中に、履修証明プロ
グラムにより修得した単位を、B大学
院における授業科目の履修とみなし、
単位を与えることができる
（上限は15単位※）

名称、目的、時間数、内容、
方法、修了要件、単位授与の
有無等を予め公表

※合せて20単位を超えないものとする（大学院の場合）



【参考】履修証明プログラムとは
○ 大学の社会貢献の一環として教育研究の成果を広く社会に提供するため、学位課程より短期間のプログラムを学生以外の者を対象に提供するものと

して、平成19年に創設された。以降、社会人の学び直し手段として浸透（H30時点で履修証明プログラムを開設している大学は168校、全体の約
22％）。

○ 大学（専門職大学を含む。）、大学院（専門職大学院を含む。）、短期大学（専門職短期大学を含む。）、高等専門学校、専修学校（専門
課程を置くものに限る。）において位置付けられている。

○ 総時間数60時間以上で、各大学が正規課程の授業科目や各種講習、公開講座等によるまとまりのある教育プログラムを編成。本来の趣旨は単位
の修得や学位の取得を目指すものではないため、その教育水準が各課程（学士・修士・博士等）における教育に相当する水準とは限らない。

3

大学等における履修証明プログラムのイメージ

趣旨：教育や研究に加え、大学の｢第三の使命｣としてのより直接的な社会貢献

講 習

講 習

・
・
・

講 習

講 習

講 習
・
・
・
・
・

授業科目

※講習には公開講座を含めることも差し支えない。

体
系
的
に
編
成

学生や科目等履修生が
履修した場合、単位認
定が可能。授業科目

授業科目

授業科目

授業科目

授業科目
・
・
・
・

履修証明プログラム
社会人向けに６０時間以上→履修証明書

学位プログラム
学生向けに４年で

１２４単位以上→学位
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○
文
部
科
学
省
令
第

号

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
三
条
及
び
第
百
四
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
大
学
院
設
置
基
準
等

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和

年

月

日

文
部
科
学
大
臣

末
松

信
介

大
学
院
設
置
基
準
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
大
学
院
設
置
基
準
の
一
部
改
正
）

第
一
条

大
学
院
設
置
基
準
（
昭
和
四
十
九
年
文
部
省
令
第
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定

の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。
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改

正

後

改

正

前

（
大
学
設
置
基
準
の
準
用
）

（
大
学
設
置
基
準
の
準
用
）

第
十
五
条

大
学
院
の
連
携
開
設
科
目
、
各
授
業
科
目
の
単
位
、
授
業
日
数
、
授
業

第
十
五
条

大
学
院
の
連
携
開
設
科
目
、
各
授
業
科
目
の
単
位
、
授
業
日
数
、
授
業

期
間
、
授
業
を
行
う
学
生
数
、
授
業
の
方
法
及
び
単
位
の
授
与
、
連
携
開
設
科

期
間
、
授
業
を
行
う
学
生
数
、
授
業
の
方
法
及
び
単
位
の
授
与
、
連
携
開
設
科

目
に
係
る
単
位
の
認
定
、
他
の
大
学
院
に
お
け
る
授
業
科
目
の
履
修
等
、
入
学

目
に
係
る
単
位
の
認
定
、
他
の
大
学
院
に
お
け
る
授
業
科
目
の
履
修
等
、
入
学

前
の
既
修
得
単
位
等
の
認
定
、
長
期
に
わ
た
る
教
育
課
程
の
履
修
並
び
に
科
目

前
の
既
修
得
単
位
等
の
認
定
、
長
期
に
わ
た
る
教
育
課
程
の
履
修
並
び
に
科
目

等
履
修
生
等
に
つ
い
て
は
、
大
学
設
置
基
準
第
十
九
条
の
二
、
第
二
十
一
条
か

等
履
修
生
等
に
つ
い
て
は
、
大
学
設
置
基
準
第
十
九
条
の
二
、
第
二
十
一
条
か

ら
第
二
十
五
条
ま
で
、
第
二
十
七
条
、
第
二
十
七
条
の
三
、
第
二
十
八
条
第
一

ら
第
二
十
五
条
ま
で
、
第
二
十
七
条
、
第
二
十
七
条
の
三
、
第
二
十
八
条
第
一

項
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
十
九
条
、
第

項
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
三
十
条
第
一
項

三
十
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
三
十
条
の
二
並
び
に
第
三
十
一
条
（
第
四
項

及
び
第
三
項
、
第
三
十
条
の
二
並
び
に
第
三
十
一
条
（
第
二
項
及
び
第
四
項
を

を
除
く
。
）
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
令
第
十
九
条
の

除
く
。
）
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
令
第
十
九
条
の
二

二
第
一
項
中
「
前
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
大
学
院
設
置
基
準
第
十
一
条
第

第
一
項
中
「
前
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
大
学
院
設
置
基
準
第
十
一
条
第
一

一
項
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
第
四
十
五
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
大
学
院

項
」
と
、
第
二
十
八
条
第
一
項
中
「
六
十
単
位
」
と
あ
る
の
は
「
十
五
単
位
」

設
置
基
準
第
三
十
三
条
第
三
項
」
と
、
第
二
十
八
条
第
一
項
中
「
六
十
単
位
」

と
、
同
条
第
二
項
中
「
及
び
外
国
の
」
と
あ
る
の
は
「
、
外
国
の
」
と
、
「
当

と
あ
る
の
は
「
十
五
単
位
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
及
び
外
国
の
」
と
あ
る
の

該
教
育
課
程
に
お
け
る
授
業
科
目
を
我
が
国
に
お
い
て
」
と
あ
る
の
は
「
当
該

は
「
、
外
国
の
」
と
、
「
当
該
教
育
課
程
に
お
け
る
授
業
科
目
を
我
が
国
に
お

教
育
課
程
に
お
け
る
授
業
科
目
を
我
が
国
に
お
い
て
履
修
す
る
場
合
及
び
国
際

い
て
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
教
育
課
程
に
お
け
る
授
業
科
目
を
我
が
国
に
お
い

連
合
大
学
本
部
に
関
す
る
国
際
連
合
と
日
本
国
と
の
間
の
協
定
の
実
施
に
伴
う

て
履
修
す
る
場
合
及
び
国
際
連
合
大
学
本
部
に
関
す
る
国
際
連
合
と
日
本
国
と

特
別
措
置
法
（
昭
和
五
十
一
年
法
律
第
七
十
二
号
）
第
一
条
第
二
項
に
規
定
す

の
間
の
協
定
の
実
施
に
伴
う
特
別
措
置
法
（
昭
和
五
十
一
年
法
律
第
七
十
二

る
千
九
百
七
十
二
年
十
二
月
十
一
日
の
国
際
連
合
総
会
決
議
に
基
づ
き
設
立
さ

号
）
第
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
千
九
百
七
十
二
年
十
二
月
十
一
日
の
国
際
連

れ
た
国
際
連
合
大
学
（
第
三
十
五
条
第
一
項
に
お
い
て
「
国
際
連
合
大
学
」
と

合
総
会
決
議
に
基
づ
き
設
立
さ
れ
た
国
際
連
合
大
学
（
第
三
十
五
条
第
一
項
に

い
う
。
）
の
教
育
課
程
に
お
け
る
授
業
科
目
を
」
と
、
同
令
第
三
十
条
第
一
項

お
い
て
「
国
際
連
合
大
学
」
と
い
う
。
）
の
教
育
課
程
に
お
け
る
授
業
科
目

中
「
第
三
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
大
学
院
設
置
基
準
第

を
」
と
、
同
令
第
二
十
九
条
第
一
項
中
「
短
期
大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
の
専

十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
一
条
第
一
項
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
前

攻
科
に
お
け
る
学
修
そ
の
他
文
部
科
学
大
臣
が
別
に
定
め
る
学
修
」
と
あ
る
の

二
項
」
と
あ
る
の
は
「
大
学
院
設
置
基
準
第
十
五
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準

は
「
学
校
教
育
法
第
百
五
条
の
規
定
に
よ
り
大
学
院
が
編
成
す
る
特
別
の
課
程

用
す
る
第
三
十
条
第
一
項
」
と
、
「
第
二
十
八
条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お

（
履
修
資
格
を
有
す
る
者
が
、
同
法
第
百
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
大
学
院

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
前
条
第
一
項
に
よ
り
当
該
大
学
に
お
い

に
入
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
お
け
る
学
修
」

て
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
単
位
数
と
合
わ
せ
て
六
十
単
位
」
と
あ
る
の
は

と
、
同
条
第
二
項
中
「
前
条
第
一
項
及
び
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
大
学
院
設

「
十
五
単
位
を
超
え
な
い
も
の
と
し
、
ま
た
、
同
令
第
十
五
条
に
お
い
て
読
み

置
基
準
第
十
五
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
前
条
第
一
項
及
び
第
二

替
え
て
準
用
す
る
第
二
十
八
条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
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項
」
と
、
「
六
十
単
位
」
と
あ
る
の
は
「
十
五
単
位
」
と
、
同
令
第
三
十
条
第

合
を
含
む
。
）
に
よ
り
当
該
大
学
院
に
お
い
て
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
単
位

一
項
中
「
第
三
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
大
学
院
設
置
基

数
と
合
わ
せ
て
二
十
単
位
」
と
、
同
令
第
三
十
条
の
二
中
「
修
業
年
限
」
と
あ

準
第
十
五
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
三
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二

る
の
は
「
標
準
修
業
年
限
」
と
、
「
卒
業
」
と
あ
る
の
は
「
課
程
を
修
了
」

項
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
大
学
院
設
置
基
準
第
十

と
、
同
令
第
三
十
一
条
第
三
項
中
「
科
目
等
履
修
生
及
び
特
別
の
課
程
履
修

五
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
一
項
」
と
、
「
第
二
十
八
条
第
一
項

生
」
と
あ
る
の
は
「
科
目
等
履
修
生
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
前
条
第
一
項
に
よ

り
当
該
大
学
に
お
い
て
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
単
位
数
と
合
わ
せ
て
六
十
単

位
」
と
あ
る
の
は
「
十
五
単
位
を
超
え
な
い
も
の
と
し
、
か
つ
、
同
令
第
十
五

条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
二
十
八
条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
前
条
第
一
項
に
よ
り
当
該
大
学
院
に
お

い
て
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
単
位
数
と
合
わ
せ
て
二
十
単
位
」
と
、
同
令
第

三
十
条
の
二
中
「
修
業
年
限
」
と
あ
る
の
は
「
標
準
修
業
年
限
」
と
、
「
卒

業
」
と
あ
る
の
は
「
課
程
を
修
了
」
と
、
同
令
第
三
十
一
条
第
二
項
中
「
特
別

の
課
程
を
履
修
す
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
特
別
の
課
程
（
履
修
資
格
を
有
す
る

者
が
、
同
法
第
百
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
大
学
院
に
入
学
す
る
こ
と
が
で

き
る
者
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
を
履
修
す
る
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
。
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（
専
門
職
大
学
院
設
置
基
準
の
一
部
改
正
）

第
二
条

専
門
職
大
学
院
設
置
基
準
（
平
成
十
五
年
文
部
科
学
省
令
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定

の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付

し
た
規
定
（
以
下
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。
）
は
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の

を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。
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改

正

後

改

正

前

（
特
別
の
課
程
の
履
修
等
）

第
十
三
条
の
二

専
門
職
大
学
院
は
、
教
育
上
有
益
と
認
め
る
と
き
は
、
学
生
が
行

[

条
を
加
え
る
。]

う
学
校
教
育
法
第
百
五
条
の
規
定
に
よ
り
大
学
院
が
編
成
す
る
特
別
の
課
程

（
履
修
資
格
を
有
す
る
者
が
、
同
法
第
百
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
大
学
院

に
入
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
お
け
る
学
修
を
、

当
該
専
門
職
大
学
院
に
お
け
る
授
業
科
目
の
履
修
と
み
な
し
、
専
門
職
大
学
院

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
単
位
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
単
位
数
は
、
前
条
第
一
項
及
び
第

二
項
に
よ
り
当
該
専
門
職
大
学
院
に
お
い
て
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
単
位
数

と
合
わ
せ
て
当
該
専
門
職
大
学
院
が
修
了
要
件
と
し
て
定
め
る
三
十
単
位
以
上

の
単
位
数
の
二
分
の
一
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

（
入
学
前
の
既
修
得
単
位
の
認
定
）

（
入
学
前
の
既
修
得
単
位
の
認
定
）

第
十
四
条

専
門
職
大
学
院
は
、
教
育
上
有
益
と
認
め
る
と
き
は
、
学
生
が
当
該
専

第
十
四
条

専
門
職
大
学
院
は
、
教
育
上
有
益
と
認
め
る
と
き
は
、
学
生
が
当
該
専

門
職
大
学
院
に
入
学
す
る
前
に
大
学
院
に
お
い
て
履
修
し
た
授
業
科
目
に
つ
い

門
職
大
学
院
に
入
学
す
る
前
に
大
学
院
に
お
い
て
履
修
し
た
授
業
科
目
に
つ
い

て
修
得
し
た
単
位
（
科
目
等
履
修
生
及
び
特
別
の
課
程
履
修
生
と
し
て
修
得
し

て
修
得
し
た
単
位
（
科
目
等
履
修
生
と
し
て
修
得
し
た
単
位
を
含
む
。
）
を
、

た
単
位
を
含
む
。
）
を
、
当
該
専
門
職
大
学
院
に
入
学
し
た
後
の
当
該
専
門
職

当
該
専
門
職
大
学
院
に
入
学
し
た
後
の
当
該
専
門
職
大
学
院
に
お
け
る
授
業
科

大
学
院
に
お
け
る
授
業
科
目
の
履
修
に
よ
り
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が

目
の
履
修
に
よ
り
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
の
で
き
る
単
位
数
は
、
転

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
の
で
き
る
単
位
数
は
、
転

学
等
の
場
合
を
除
き
、
当
該
専
門
職
大
学
院
に
お
い
て
修
得
し
た
単
位
（
第
十

学
等
の
場
合
を
除
き
、
当
該
専
門
職
大
学
院
に
お
い
て
修
得
し
た
単
位
（
第
十

二
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
も
の
と
す
る
単
位
を
含

二
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
も
の
と
す
る
単
位
を
含

む
。
）
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
十
三
条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お
い

む
。
）
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
前
条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
専
門
職

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
当
該
専
門
職
大
学
院
に
お
い
て
修
得

大
学
院
に
お
い
て
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
単
位
数
と
合
わ
せ
て
当
該
専
門
職

し
た
も
の
と
み
な
す
単
位
数
と
合
わ
せ
て
当
該
専
門
職
大
学
院
が
修
了
要
件
と

大
学
院
が
修
了
要
件
と
し
て
定
め
る
三
十
単
位
以
上
の
単
位
数
の
二
分
の
一
を

し
て
定
め
る
三
十
単
位
以
上
の
単
位
数
の
二
分
の
一
を
超
え
な
い
も
の
と
す

超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

る
。

（
特
別
の
課
程
の
履
修
等
）



- 6 -

第
二
十
一
条
の
二

法
科
大
学
院
は
、
教
育
上
有
益
と
認
め
る
と
き
は
、
学
生
が
行

[

条
を
加
え
る
。]

う
学
校
教
育
法
第
百
五
条
の
規
定
に
よ
り
大
学
院
が
編
成
す
る
特
別
の
課
程

（
履
修
資
格
を
有
す
る
者
が
、
同
法
第
百
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
大
学
院

に
入
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
お
け
る
学
修
を
、

当
該
法
科
大
学
院
に
お
け
る
授
業
科
目
の
履
修
と
み
な
し
、
法
科
大
学
院
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
単
位
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
単
位
数
は
、
前
条
第
一
項
及
び
第

二
項
に
よ
り
当
該
法
科
大
学
院
に
お
い
て
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
単
位
数
と

合
わ
せ
て
三
十
単
位
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
九
十
三
単
位
を
超

え
る
単
位
の
修
得
を
修
了
の
要
件
と
す
る
法
科
大
学
院
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
超

え
る
部
分
の
単
位
数
に
限
り
三
十
単
位
を
超
え
て
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

（
入
学
前
の
既
修
得
単
位
の
認
定
）

（
入
学
前
の
既
修
得
単
位
の
認
定
）

第
二
十
二
条

法
科
大
学
院
は
、
教
育
上
有
益
と
認
め
る
と
き
は
、
学
生
が
当
該
法

第
二
十
二
条

法
科
大
学
院
は
、
教
育
上
有
益
と
認
め
る
と
き
は
、
学
生
が
当
該
法

科
大
学
院
に
入
学
す
る
前
に
大
学
院
に
お
い
て
履
修
し
た
授
業
科
目
に
つ
い
て

科
大
学
院
に
入
学
す
る
前
に
大
学
院
に
お
い
て
履
修
し
た
授
業
科
目
に
つ
い
て

修
得
し
た
単
位
（
科
目
等
履
修
生
及
び
特
別
の
課
程
履
修
生
と
し
て
修
得
し
た

修
得
し
た
単
位
（
科
目
等
履
修
生
と
し
て
修
得
し
た
単
位
を
含
む
。
）
を
、
当

単
位
を
含
む
。
）
を
、
当
該
法
科
大
学
院
に
入
学
し
た
後
の
当
該
法
科
大
学
院

該
法
科
大
学
院
に
入
学
し
た
後
の
当
該
法
科
大
学
院
に
お
け
る
授
業
科
目
の
履

に
お
け
る
授
業
科
目
の
履
修
に
よ
り
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き

修
に
よ
り
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
の
で
き
る
単
位
数
は
、
転

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
の
で
き
る
単
位
数
は
、
転

学
等
の
場
合
を
除
き
、
当
該
法
科
大
学
院
に
お
い
て
修
得
し
た
単
位
（
第
十
二

学
等
の
場
合
を
除
き
、
当
該
法
科
大
学
院
に
お
い
て
修
得
し
た
単
位
（
第
十
二

条
の
二
の
規
定
に
よ
り
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
も
の
と
す
る
単
位
を
含

条
の
二
の
規
定
に
よ
り
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
も
の
と
す
る
単
位
を
含

む
。
）
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら

む
。
）
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
第
二
十
一
条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

ず
、
前
条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規

む
。
）
及
び
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
法
科
大
学
院
に
お
い
て
修
得
し

定
に
よ
り
当
該
法
科
大
学
院
に
お
い
て
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
単
位
数
と
合

た
も
の
と
み
な
す
単
位
数
と
合
わ
せ
て
三
十
単
位
（
第
二
十
一
条
第
一
項
た
だ

わ
せ
て
三
十
単
位
（
同
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
三
十
単
位
を
超
え

し
書
又
は
前
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
三
十
単
位
を
超
え
て
み
な
す

て
み
な
す
単
位
を
除
く
。
）
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

単
位
を
除
く
。
）
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

（
法
学
既
修
者
）

（
法
学
既
修
者
）

第
二
十
五
条

[

略]

第
二
十
五
条

[

略]

２

[

略]

２

[

略]
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３

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
法
学
既
修
者
に
つ
い
て
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
法
学
既
修
者
に
つ
い
て
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と

の
で
き
る
単
位
数
（
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
三
十
単
位
を
超
え
て
み

の
で
き
る
単
位
数
（
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
三
十
単
位
を
超
え
て
み

な
す
単
位
を
除
く
。
）
は
、
第
二
十
一
条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準

な
す
単
位
を
除
く
。
）
は
、
第
二
十
一
条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
十
二
条
第
一

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
修
得
し
た

項
の
規
定
に
よ
り
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
単
位
数
と
合
わ
せ
て
三
十
単
位

も
の
と
み
な
す
単
位
数
と
合
わ
せ
て
三
十
単
位
（
第
二
十
一
条
第
一
項
た
だ
し

（
第
二
十
一
条
第
一
項
た
だ
し
書
又
は
第
二
十
一
条
の
二
第
二
項
た
だ
し
書
の

書
の
規
定
に
よ
り
三
十
単
位
を
超
え
て
み
な
す
単
位
を
除
く
。
）
を
超
え
な
い

規
定
に
よ
り
三
十
単
位
を
超
え
て
み
な
す
単
位
を
除
く
。
）
を
超
え
な
い
も
の

も
の
と
す
る
。

と
す
る
。

（
特
別
の
課
程
の
履
修
等
）

第
二
十
七
条
の
二

教
職
大
学
院
は
、
教
育
上
有
益
と
認
め
る
と
き
は
、
学
生
が
行

[

条
を
加
え
る
。]

う
学
校
教
育
法
第
百
五
条
の
規
定
に
よ
り
大
学
院
が
編
成
す
る
特
別
の
課
程

（
履
修
資
格
を
有
す
る
者
が
、
同
法
第
百
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
大
学
院

に
入
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
お
け
る
学
修
を
、

当
該
教
職
大
学
院
に
お
け
る
授
業
科
目
の
履
修
と
み
な
し
、
教
職
大
学
院
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
単
位
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
単
位
数
は
、
前
条
第
一
項
及
び
第

二
項
に
よ
り
当
該
教
職
大
学
院
に
お
い
て
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
単
位
数
と

合
わ
せ
て
当
該
教
職
大
学
院
が
修
了
要
件
と
し
て
定
め
る
四
十
五
単
位
以
上
の

単
位
数
の
二
分
の
一
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

（
入
学
前
の
既
修
得
単
位
の
認
定
）

（
入
学
前
の
既
修
得
単
位
の
認
定
）

第
二
十
八
条

教
職
大
学
院
は
、
教
育
上
有
益
と
認
め
る
と
き
は
、
学
生
が
当
該
教

第
二
十
八
条

教
職
大
学
院
は
、
教
育
上
有
益
と
認
め
る
と
き
は
、
学
生
が
当
該
教

職
大
学
院
に
入
学
す
る
前
に
大
学
院
に
お
い
て
履
修
し
た
授
業
科
目
に
つ
い
て

職
大
学
院
に
入
学
す
る
前
に
大
学
院
に
お
い
て
履
修
し
た
授
業
科
目
に
つ
い
て

修
得
し
た
単
位
（
科
目
等
履
修
生
及
び
特
別
の
課
程
履
修
生
と
し
て
修
得
し
た

修
得
し
た
単
位
（
科
目
等
履
修
生
と
し
て
修
得
し
た
単
位
を
含
む
。
）
を
、
当

単
位
を
含
む
。
）
を
、
当
該
教
職
大
学
院
に
入
学
し
た
後
の
当
該
教
職
大
学
院

該
教
職
大
学
院
に
入
学
し
た
後
の
当
該
教
職
大
学
院
に
お
け
る
授
業
科
目
の
履

に
お
け
る
授
業
科
目
の
履
修
に
よ
り
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き

修
に
よ
り
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
の
で
き
る
単
位
数
は
、
転

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
の
で
き
る
単
位
数
は
、
転

学
等
の
場
合
を
除
き
、
当
該
教
職
大
学
院
に
お
い
て
修
得
し
た
単
位
（
第
十
二

学
等
の
場
合
を
除
き
、
当
該
教
職
大
学
院
に
お
い
て
修
得
し
た
単
位
（
第
十
二

条
の
二
の
規
定
に
よ
り
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
も
の
と
す
る
単
位
を
含

条
の
二
の
規
定
に
よ
り
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
も
の
と
す
る
単
位
を
含

む
。
）
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら

む
。
）
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
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ず
、
第
二
十
七
条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

ず
、
前
条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規

む
。
）
及
び
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
教
職
大
学
院
に
お
い
て
修
得
し

定
に
よ
り
当
該
教
職
大
学
院
に
お
い
て
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
単
位
数
及
び

た
も
の
と
み
な
す
単
位
数
及
び
次
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
免
除
す
る
単
位
数

次
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
免
除
す
る
単
位
数
と
合
わ
せ
て
当
該
教
職
大
学
院

と
合
わ
せ
て
当
該
教
職
大
学
院
が
修
了
要
件
と
し
て
定
め
る
四
十
五
単
位
以
上

が
修
了
要
件
と
し
て
定
め
る
四
十
五
単
位
以
上
の
単
位
数
の
二
分
の
一
を
超
え

の
単
位
数
の
二
分
の
一
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

な
い
も
の
と
す
る
。

備
考

表
中
の[

]
の
記
載
及
び
対
象
規
定
の
二
重
傍
線
を
付
し
た
標
記
部
分
を
除
く
全
体
に
付
し
た
傍
線
は
注
記
で
あ
る
。
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（
学
校
教
育
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

学
校
教
育
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
文
部
省
令
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍

線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。



- 10 -

改

正

後

改

正

前

第
百
六
十
四
条

[

略]

第
百
六
十
四
条

[

略]

２
～
４

[
略]

２
～
４

[

略]

５

大
学
は
、
特
別
の
課
程
の
編
成
に
当
た
つ
て
は
、
当
該
特
別
の
課
程
の
名
称
、

５

大
学
は
、
特
別
の
課
程
の
編
成
に
当
た
つ
て
は
、
当
該
特
別
の
課
程
の
名
称
、

目
的
、
総
時
間
数
、
履
修
資
格
、
定
員
、
内
容
、
講
習
又
は
授
業
の
方
法
、
修

目
的
、
総
時
間
数
、
履
修
資
格
、
定
員
、
内
容
、
講
習
又
は
授
業
の
方
法
、
修

了
要
件
、
大
学
設
置
基
準
第
三
十
一
条
第
二
項
（
大
学
院
設
置
基
準
第
十
五
条

了
要
件
、
大
学
設
置
基
準
第
三
十
一
条
第
二
項
、
専
門
職
大
学
設
置
基
準
第
二

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
専
門
職
大
学
院
設
置
基
準
第
十
三
条

十
八
条
第
二
項
、
短
期
大
学
設
置
基
準
第
十
七
条
第
二
項
及
び
専
門
職
短
期
大

の
二
、
第
二
十
一
条
の
二
及
び
第
二
十
七
条
の
二
、
専
門
職
大
学
設
置
基
準
第

学
設
置
基
準
第
二
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
単
位
の
授
与
の
有
無
、
実
施

二
十
八
条
第
二
項
、
短
期
大
学
設
置
基
準
第
十
七
条
第
二
項
並
び
に
専
門
職
短

体
制
そ
の
他
当
該
大
学
が
必
要
と
認
め
る
事
項
を
あ
ら
か
じ
め
公
表
す
る
も
の

期
大
学
設
置
基
準
第
二
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
単
位
の
授
与
の
有
無
、

と
す
る
。

実
施
体
制
そ
の
他
当
該
大
学
が
必
要
と
認
め
る
事
項
を
あ
ら
か
じ
め
公
表
す
る

も
の
と
す
る
。

６
・
７

[

略]

６
・
７

[

略]

備
考

表
中
の[

]

の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。



- 11 -

第
四
条

専
門
職
大
学
院
設
置
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
令
和
元
年
文
部
科
学
省
令
第
二
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

本
則
の
表
改
正
前
欄
の
専
門
職
大
学
院
設
置
基
準
第
二
十
二
条
第
二
項
中
「
前
条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
「
第
二
十
一
条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
前
条
第
一

項
」
に
、
「
同
条
第
一
項
た
だ
し
書
」
を
「
第
二
十
一
条
第
一
項
た
だ
し
書
又
は
前
条
第
二
項
た
だ
し
書
」
に
改
め
る
。

本
則
の
表
改
正
後
欄
の
専
門
職
大
学
院
設
置
基
準
第
二
十
二
条
第
二
項
中
「
前
条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
、
「
第
二
十
一
条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
前
条
第
一
項
」
に
、
「
同
条
第
一
項
た
だ
し
書
」
を
「
第
二
十
一
条

第
一
項
た
だ
し
書
又
は
前
条
第
二
項
た
だ
し
書
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。



 

大学院設置基準等の一部を改正する省令案 

に関するパブリックコメント（意見公募手続）の結果について 

 

 

１．意見募集の概要 

（１）募集期間：令和３年７月 27 日（火）～令和３年８月 27 日（金） 

（２）告知方法：e-Gov（電子政府の総合窓口）ホームページ 

（３）受付方法：郵送、FAX、電子メール 

 

２．意見総数 

 件数：３件 （個人３件（３名）） 

 

３．主な意見の概要 

 

○ 履修証明プログラムに単位授与を認める場合、第三者の評価や、最低限の基準・目安

が必要ではないか。 

○ 教員免許更新講習の廃止議論を含めて、教員研修のあり方が問われている状況におい

て、入学前の履修証明プログラム履修と教職大学院での学修を連動させていくことは、

現職教員の生涯にわたる資質・能力向上の 1つの重要な方策となると思われるため大い

に賛同する。他方、教職大学院においては、必修領域が多い等、カリキュラム上の制約

があり、入学前に履修したプログラムに対して、柔軟に単位を授与・認定することの困

難さがある。今回の制度改正を実質化するためにも、教職大学院における必修領域の柔

軟化等についても合わせて検討されることを期待したい。 

○ 本来、大学院で授業しなければならない科目を他の大学院に担わせることで、本来授

業すべき大学院の教育・研究レベルが低下するのではないか。 

○ 履修証明プログラムを活用することで、半数以上の単位を他の大学院の講座により取

得可能となり、大学院教育や研究の空洞化が進むのではないか。 

○ 履修証明プログラムにより大学院での単位認定が容易化され、教育研究水準の低い大

学院が学生を集める手段として用いることで、本来淘汰されるべき大学の存在維持を助

長するのではないか。 

 

 


